
(平成 25年 6月 17日)鉄 鋼課 ヒア リン 薙 出資料       全国

`期

瑯涜隷 餘

1.普通鋼鋼材の在庫状況見通 し 栓国市中

`鍵

詞縫この郎切稀分による)

*上段は前期比在庫増減、中段 [ ]にガ垂裁繹負 下段 (  )は在庫水準前期比 (%)(自社所有分に限る。
点繰内は全鉄連による予想数字 (  )内は誤差率=予想値十実績

平成 24年 12月末 平成 25年 3月 末 平成 25年 6月 末見通

し

平成 25年 9月 末見通

し

-35千 トン

[ 2230〃  ]
(98. 5%)

+17千 トン

[ 2247〃  ]
(100. 8%)

-4千 トン

[ 2243〃  ]
(99.8%)

-22千 トン

[ 2221〃  ]
(99.0%)

Ll_【__3_f二 :三1121_■_f_il__9千

トン08.0 1  * __1___三
__三Iヨ

2.前述の在庫増減がそれぞれ市況に及ぼした影響

3.在庫積み増 し、あるいは削減の意欲または方針

年度明けと共に市場は停滞感を強め、現状に至っている。期待感が強かった害に は実際の出荷量は増加せ
ず、それが在庫増に繋がった部分もある。未だ市場が活発化していないため、余分な在庫は持たず、販売見
合い在庫で必要なものだけ補充していくという姿勢であろう。

4.大阪、愛知の動向

伏阪)アベノミクスは期待先行の感があり、鉄鋼流通では各品種共に荷動き悪く、メーカーの強気姿勢は

変わらず、需要家との価格の溝は埋まらない状況にある。来期は7月 頃より補正予算に基づいた公共工事の

引き合いが出てくれ|ミ 条鋼品種にも動きが出てくるものと期待している。

蜘 )建築向け需要1灘勤帥頂向だが、労務問題で工事の遅れが懸念される。製造業関連では建機が回復、
若干上向きの顧 丸 自動車は引き続き高水準の生産を見込んでいる。一方、大型建機、造船は不調に終わつ
ている。店売りではメーカ」宜上げの転嫁未達が響き収益が悪化している。加工は小口ながらも忙しし1た
だ、売上が上がらず、繁朧 だけという状態である。

平成 24年 2月末 平成 25年 3月 末 平成 25年 6月 末見通し 平成 25年 9月 末見通し

鉄筋、H形鋼、C形鋼の

平均市況は 71,600円で

前年比-6,400円、前期

比では-100円。建設土

木需要は遅ればせなが

ら出女台めているが、製造

業関連は建産機、自動車

が落ち込んでいる。全般

的に需要は停滞してい

る。市況は弱含みで推移
していたが、条鋼t中ヽ

ながら動意が見られる

ようになった 在庫減ら

しが思 うに任せない状

況であり、販売動向も精

彩を欠いているため、過

乗1撼が払拭できない。

鉄筋、H形鋼、C形鋼の

平均市況は 75,800円 で

前年比-300円、前期比

では+4,200円。電炉・

溶協メーカーの値上げ

をそのまま市況に反映

できなかったが、ある程

度の上伸はあつた。ま

た、中板、鉄筋などで仮

需が発生。ただ、市場の

動きは期待 したほどで

はなく、2月 中旬あたり

から中弛み傾向が見ら

れるようになり、年度末

には停滞感が漂い、値上

げ調劇避 滞し、先々に

不安を投げ掛けた

メーカー値上げに市場が

追従できない展開となっ

ている。需要の足音は聞こ

えるものの、足元の悪さが

それを遮っているようた

また、期待感が大きかつた

だけに失望感が強しゝ  さら

には、転嫁の未達状態が。

長引くことへの焦燥感 も

ある。だが、実態として販

売並びに収益動向は前年

実績を上回つており、先々

の需要についても見えて

きた部分がある。ここは今

一度の在庫見直しを行い、

需給のタイ ト化を図り、市

場環境を整えたしゝ

急激な増加は考えられな

いが、需要動向1誦籾]よ り

好転した推移であろう。だ

が、それが反映されず、価

格動向は横ばいで終始す

る可能性もある。メーカー

値上げにより、価格は上向

きであるはずだが、値上げ

転嫁の遅延が危惧されそ

うだ。在庫は横|力 惨 だ

ろうが、販売見合いという

点では調整が必要であろ

う。建設関連中心に需要は

堅調だが、市中末端まで浸

透する展開になれ|よ 荷動

きも好転 し販売店の収益

も改善されるだろう。


